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共有スケジュールの構造化に基づくコンテンツ管理
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�� 研究背景と目的

近年，デジタルカメラやビデオカメラの普及に伴い，個人が
大量の画像ファイルを所有し，管理する機会が増えてきた．あ
るイベントに不特定多数の人が参加したとき，同じ被写体を撮
影する機会は数多く存在する．しかし，現状では，そこで撮影
された画像ファイルを共有することは少ない．
そこで，本研究では，同じイベントの参加者が共有した時間
と場所に基づき，そのイベントのスケジュールを構造化し，構
造化されたスケジュールのタグを画像ファイルに付与すること
で，自然な形で個々が撮影した画像ファイルを共有・管理し，
それぞれが欲しい画像ファイルをその中から検索できる枠組み
を提案する．

�� 共有スケジュールに基づくコンテンツ管理

��� コンテンツ管理の現状と提案
!��	
	"#$に代表される%��上の画像管理サービスでは，画

像をフォルダ毎に分けてアップロードしたり，時間でソートし
たり，カレンダーと連動させて画像を管理する事が可能であ
る．また，ユーザが特定の個人やグループと予定を共有できる
サービス（例：&����� カレンダー "'$）も存在する．しかし，
現在これらサービスはうまく連動していない．画像とカレン
ダーとの関連付けは日付のみで行われており，画像検索の手助
けとしては工夫の余地がある．また画像へのタグ付けは管理者
の手動入力に頼るのみとなっている．
そこで，画像管理の基盤として，スケジュールを構造化するこ
とで，より詳細なイベントタグ自動貼り付けによる画像管理を
実現し，%��上での画像ファイル共有を容易にする手法を提
案する．

��� システム構成
以下に，提案するシステム概要図を示す（図 #）．
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図 #( 提案システム概要図

#� まず，ユーザから画像ファイルを受け取り，スケジュー
ルを自動抽出．もしくは，ユーザから画像ファイル・ス
ケジュールを受け取る．

'� それぞれ，スケジュール 01，ファイル 01へと #で抽
出した情報を自動入力する（01作成エンジン）．

,� それら 01を元に，スケジュールを構造化する（構造化
データ作成エンジン）．

システム内で編集・参照する各01について以下に定義する．

□ スケジュール��： 画像ファイル群から取得した情報や
ユーザが入力した情報を元にして書かれたスケジュール
を格納した01．属性として，イベント 20，イベント名，
イベント開始時間，イベント終了時間，親ノードイベン
ト 20を持つ．

□ ファイル ��： &!3から取得した緯度経度情報を含む，
ファイル（画像）情報を格納した01．属性として，ファ
イル 20，)���各項目，撮影者などの補足情報，関連イベ
ント 20を持つ．
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��� オントロジー構築
人が画像を撮影する動機は，イベントの発生に従っている

と考えられる．あるイベント中に撮影された画像を参加者間
で自然に共有するために，本研究では，そのイベントの参加者
が自然に共有する情報であるイベントに関する「時間情報」と
「地理情報」に着目する．イベントは，「時間情報」と「地理情
報」によって特定できるという性質をもつ．つまり，結婚式な
どのようにスケジュールが存在する場合においては，そのスケ
ジュールが画像を撮影する動機に影響を及ぼす．また，観光な
どのように特定の地理情報が画像を撮影する直接の動機になる
場合が考えられる．
そのことから，オントロジー構築に大まかに ' 通りの方向

性が考えられる．
#つ目は，場所移動はほぼなく，スケジュールに沿って進行す
るイベント（例：結婚式，運動会）の場合，ユーザによるスケ
ジュールの指定によりオントロジーが構築される．
また ' つ目は，場所移動によりスケジュールが進行するイベ
ント（例：観光，遊園地）の場合，画像の時間情報，位置情報
の取得によりオントロジーが構築される．
時間と場所の設定における 4抽象度5 の決定方法により，その
階層構造の深さは決められる．ここで，抽象度とは，時間なら
○日・○時・○分，場所なら国・都道府県・市町村など単位の
粒度を指す．

上記した，時間情報，地理情報と関連づけて画像を管理する
ため，撮影された画像ファイル自体が所有する情報について詳
述する．
□ 基本情報： ファイル名，ファイル形式，撮影日時，ファ
イルサイズ，大きさなど（)���）

□ 位置情報： 緯度／経度（&!3によって取得）
□ 補足情報： 撮影者，被写体，掲載者，コメント

�� システム概要

��� イベント自動抽出
'�,で述べたように，イベントはイベントの特性により，

6#7 場所移動をせず，スケジュールに沿って進行する場合

6'7 場所移動によりスケジュールが進行する場合

の '通りに分類される．
（#）の場合，スケジュールに従って画像を整理すればよい．
（'）の場合，スケジュールを作らなくてはならない．
そこで，イベントのスケジュール自動抽出を考える．画像ファ
イルの所有する )���情報（ファイル名や撮影日時，メーカー
独自情報など）に，&!3から取得した位置情報（緯度・経度）
を加えることにより，同イベントを撮影した隣り合う画像ファ
イル間の位置情報の推移から，同一イベントの判定を行い，イ
ベントの自動抽出を行う．

��� スケジュールの構造化
画像ファイルを格納したファイル01とイベント抽出により

得られたイベントを格納したスケジュール01，同イベントを
撮影した隣り合う画像ファイル間の時間と距離の抽象度の規模
から，スケジュールを構造化する．完成した構造化スケジュー
ルデータを 4スケジュールツリー5とする．

��� スケジュールツリーの構築方法
本研究では，不特定多数のユーザによる入力を想定してい

るため，スケジュールツリーは画像ファイルの追加に伴い，そ
の都度更新される．以下の手順でツリーは自動構築される．

6#7 元となるツリーを自動で作成する．

6'7 （#）を加筆・修正して，ツリーを精錬する．

6,7 （'）を繰り返し，4質の良い5ツリーを構築していく．

��� 実験
スケジュールの自動抽出，自動修正が可能であることを検証

する．鎌倉を観光した際の事前スケジュールと当日スケジュー
ルを以下の表 #に示す．

表 #( 鎌倉観光のスケジュール

予定 実際

時刻 イベント 時刻 イベント

#'(#'* 昼食 #'(#'* 小町通り
#,(++* 小町通り #'(.8* 昼食
#.(++* 鶴岡八幡宮 #.('9* 小町通り
#-(++* 高徳寺 6大仏7 #.(--* 鶴岡八幡宮

#-(,.* 大通り
#:(,+ バス出発
#:(-'* 高徳寺 6大仏7

事前スケジュールを登録後，修正することを考える．グラフ
は横軸を # 分刻みの時刻，縦軸を # 分毎の撮影枚数を示して
いる．尚，このデータは，鎌倉観光で撮影した全 ##,枚（;氏
撮影 ,-枚＋ 1氏撮影 89枚）の画像ファイルを分析した．

実験（鎌倉観光）の結果（図 '，図 ,参照）から分かるよう
に，スケジュールの自動抽出，自動修正は可能である．（但し，
イベント名は手動で書き入れている）

実線枠：修正前のスケジュールを利用し，抽出したイベント枠
図 '( スケジュール修正前

これらを地図上に表示させたものが，図 . である．同イベ
ントは枠で囲まれて，イベント名が付与されている．

各01と隣り合う画像ファイル間の時間と距離の抽象度の規
模を元に，図 -のスケジュールツリーが構築される．ツリーは
上から全体部分関係，左から右へ時間の経過を意味している．
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図 -( スケジュールツリー 6鎌倉観光7

実線枠：修正後のスケジュールを利用し，抽出したイベント枠
図 ,( スケジュール修正後

図 .( イベント自動抽出 6地図上に表示7

スケジュールツリーを構成する各ノード名が，そのイベン
ト発生時に撮影された画像に自動的に付与されるタグとなり，
このタグによって画像の検索，共有などが実現される．

�� 考察

あるイベント時に撮影された画像ファイルを元にイベント
を自動抽出し，それを元にスケジュールを構造化することによ

り，画像ファイルにイベントをタグとして自動付与する．それ
により，画像ファイル 6時間情報・位置情報7とスケジュール
を一元管理と共有を実現した．
これにより，タグ付けに割かれていた時間と手間が省くこと

ができた．
しかし，不特定多数の人々の間で画像ファイルを共有する際

に発生する問題点に対する考察は現在のところ不十分である．
今後，色々なケースに対応するよう実験を行う必要がある．

�� まとめ

本研究では，画像の管理・共有を目的とした，スケジュール
の自動抽出・自動修正，スケジュールの構造化を提案した．こ
れにより，%��上での画像とスケジュールの管理，共有をよ
り身近なものとした．また画像へのタグ自動貼り付けにより，
画像の内容確認の手間を省き，画像検索の幅も広げた．しか
し，現在スケジュールに関連付けるコンテンツが画像 6静止画7
に限定されている．今後，ソーシャルネットワーキングサイト
（3�3）を構築し，あらゆるコンテンツの共有を目標により快
適な情報共有を目指すつもりである．

参考文献

"#$ ����(<<���	
	�������������<����<�	<����������

"'$ ����(<<��������������<����<�	<�������	����	<��������

",$ 大西可奈子，和泉憲明，小林一郎，橋田浩一，日常生活
オントロジーに基づくコンテンツ管理のための自然言語
インタフェース，電子情報通信学会，言語理解とコミュ
ニケーション研究会，「言語理解とオントロジーシンポジ
ウム」，'++8

".$ 知の科学「オントロジー工学」，溝口理一郎，人工知能学
会，'++-

"-$ シンポジウム「次世代ハイブリッドコンテンツと生活世
界の未来」－メディアはいかにして境界を超え融合しう
るか－，=	 '. '++:

�


